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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の文字セットを含んだ受信メッセージを格納するメモリと、
　前記格納されたメッセージを表示する表示部と、
　これらメモリ及び表示部を制御し、前記受信メッセージにサポート外のフォントの文字
セットが含まれているか否かを確認して、当該受信メッセージ中のサポートするフォント
は正常に前記表示部に表示すると同時にサポート外のフォントはブランクとして前記表示
部に表示する制御部と、
　を含んで構成される移動通信端末機のメッセージ受信方法であって、
　前記制御部は、
　ユーザが前記ブランクとして処理された文字を確認するために、他のコンピュータから
メッセージ受信要求命令を転送すると、前記サポートするフォント及びサポート外のフォ
ントを含んだ受信メッセージを前記コンピュータへ転送し、この後、前記コンピュータか
ら、ＰＣ同期プログラムにより変換された前記受信メッセージのイメージファイルを受信
し、前記メモリに格納すると共に前記表示部に表示し、
　前記ＰＣ同期プログラムに従う前記コンピュータは、
　前記サポートするフォント及びサポート外のフォントを含んだ受信メッセージを受信す
ると、該受信メッセージ中のブランクとして処理された文字を表示するフォントが存在す
るか否か確認し、前記ブランクとして処理された文字を表示するフォントが存在すれば、
当該コンピュータのモニタに、前記ブランクとして処理された文字をユニコードに該当す
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る文字列として表示し、前記ブランクとして処理された文字を表示するフォントが存在し
なければ、前記モニタに、フォントアップデートのためにフォントアップデートメッセー
ジを表示し、この後、ユーザのイメージファイル変換要求に応じて前記受信メッセージを
イメージファイルに変換し、転送の要求に応じて前記イメージファイルを前記移動通信端
末機へ転送する、
　ことを特徴とするメッセージ受信方法。
【請求項２】
　前記移動通信端末機は、
　前記メモリに格納したイメージファイルを、マルチメディアメッセージングサービス及
び電子メールを利用して他の端末機へ転送することが可能であることを特徴とする請求項
１に記載のメッセージ受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信端末機に関し、特に、移動通信端末機に受信されたメッセージを処
理する移動通信端末機のメッセージ処理技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、移動通信（移動体通信）サービス事業者（キャリア）は、ユーザに、無線イン
ターネットの接続、文字メッセージ及びマルチメディアメッセージの転送、そしてモバイ
ルオンラインゲームなどのサービスを提供し、移動通信端末機の製造業者は、電話帳（Ph
one-book）、メモ帳、メール作成、及びスケジューラ機能などのようなサービスを開発し
て提供する。
【０００３】
　これらサービスのうち文字メッセージサービスは、単純に移動通信端末機（以下、端末
機とも称する）を利用する入力方法だけでなく、パーソナルコンピュータ（Personal Com
puter：ＰＣ）により多様な特殊文字、記号などを作成したり、既存のショートメッセー
ジを編集して転送する例が増加され、また、インターネットポータルサイトは、多様なメ
ッセージフォーム及び記号などを無料で提供するため、ユーザは、既に定義された文字及
び記号以外に多様な特殊文字が含まれたショートメッセージを転送できる。
【０００４】
　このように、端末機で交換されるショートメッセージだけでなく、ＰＣにより送信され
たショートメッセージを受信して画面に表示する場合、端末機は、受信されたメッセージ
の文字に、端末機に予め格納されているフォントに該当しない文字セット（Character Se
t）を含む場合は、該文字セットをブランクとして処理し、当該ブランクとして処理され
たメッセージを後で確認するために一時格納する。このとき、ブランクとして処理された
該当メッセージは、保存しておいたとしてもブランクなので確認する方法がなかった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、端末機に受信されたメッセージが端末機のサポートしないフォントの
メッセージである場合、ＰＣ同期（PC Sync）プログラムを利用して該当フォントをユニ
コード文字列として表示し、また、イメージファイルに変換することで、ユーザが端末機
でサポートしていないフォントのメッセージを確認し得る移動通信端末機のメッセージ受
信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような目的を達成するために本発明に係る移動通信端末機のメッセージ受信方法は
、
　複数の文字セットを含んだ受信メッセージを格納するメモリと、前記格納されたメッセ
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ージを表示する表示部と、これらメモリ及び表示部を制御し、前記受信メッセージにサポ
ート外のフォントの文字セットが含まれているか否かを確認して、当該受信メッセージ中
のサポートするフォントは正常に前記表示部に表示すると同時にサポート外のフォントは
ブランクとして前記表示部に表示する制御部と、を含んで構成される移動通信端末機のメ
ッセージ受信方法であって、
　前記制御部は、ユーザが前記ブランクとして処理された文字を確認するために、他のコ
ンピュータからメッセージ受信要求命令を転送すると、前記サポートするフォント及びサ
ポート外のフォントを含んだ受信メッセージを前記コンピュータへ転送し、この後、前記
コンピュータから、ＰＣ同期プログラムにより変換された前記受信メッセージのイメージ
ファイルを受信し、前記メモリに格納すると共に前記表示部に表示し、
　前記ＰＣ同期プログラムに従う前記コンピュータは、前記サポートするフォント及びサ
ポート外のフォントを含んだ受信メッセージを受信すると、該受信メッセージ中のブラン
クとして処理された文字を表示するフォントが存在するか否か確認し、前記ブランクとし
て処理された文字を表示するフォントが存在すれば、当該コンピュータのモニタに、前記
ブランクとして処理された文字をユニコードに該当する文字列として表示し、前記ブラン
クとして処理された文字を表示するフォントが存在しなければ、前記モニタに、フォント
アップデートのためにフォントアップデートメッセージを表示し、この後、ユーザのイメ
ージファイル変換要求に応じて前記受信メッセージをイメージファイルに変換し、転送の
要求に応じて前記イメージファイルを前記移動通信端末機へ転送する、ことを特徴とする
。
【０００８】
　好ましくは、このような端末機は、変換されたイメージファイルをマルチメディアメッ
セージングサービス（ＭＭＳ）及び電子メールを使用して相手に転送することを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、端末機にサポートできないフォントの文字セットを含むメッセージが受信さ
れた場合、ＰＣ同期プログラムを利用してそのメッセージをイメージファイルに変換する
ことで、サポートできないフォントの文字セットを含むメッセージをより効率的に確認し
得るという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、添付の図面に基づいて本発明の好ましい実施形態を説明する。
【００１１】
　本発明の基本概念は、端末機に、サポートできないフォントの文字セットを含むメッセ
ージが受信された場合、ＰＣ同期プログラムを利用して端末機によりメッセージを確認で
き、さらに、当該メッセージをイメージファイルに変換して確認できるように処理する仕
組みを提供するというものである。
【００１２】
　図１は、本発明に係る移動通信端末機のメッセージ受信機能に関連した装置を示すブロ
ック図である。
【００１３】
　端末機１００は、アンテナ（図示せず）を介して入力される音声、映像及びメッセージ
のようなデータを受信する受信部１０と、該受信部１０に入力されるメッセージを格納及
び管理し、ＰＣ同期プログラムによる受信要求の命令に従って、格納されたメッセージの
出力を制御する制御部２０と、ユーザにより入力される多数の機能選択キー、スクロール
キー、数字及び文字キーなどを含むキーパッド５０と、受信部１０及びＵＳＢポート（Un
iversal Serial Bus port）６０から入力されるメッセージを格納するメモリ３０と、制
御部２０の表示制御信号によって各種メニュー、文字セット及びイメージファイルを画面
に表示する表示部４０と、端末機１００及びＰＣ２００をＵＳＢケーブルにより接続する
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ＵＳＢポート６０と、を備えている。
【００１４】
　また、ＰＣ２００は、ＵＳＢケーブルにより端末機１００に接続されるＵＳＢポート７
０と、該ＵＳＢポート７０から受信されるメッセージをイメージファイルに変換するＰＣ
同期プログラム９０と、該ＰＣ同期プログラム９０に従いコンピュータ全体を制御するプ
ロセッサ８０と、を含む。
【００１５】
　以下、図１に基づいて本発明に係る移動通信端末機の動作を説明する。
【００１６】
　受信部１０にショートメッセージ及びマルチメディアメッセージのようなメッセージが
受信されると、制御部２０は、その受信されたメッセージをメモリ３０に格納すると同時
に、メッセージが受信されたことを通知する通知メッセージを表示部４０に表示する。こ
こで、ユーザが受信したメッセージを確認するためにキーパッド５０から命令が入力され
ると、制御部２０は、メモリ３０に格納された受信メッセージを表示部４０に転送し、該
表示部４０は、その受信メッセージを表示する。次に、受信メッセージが端末機１００に
サポートできないフォントの文字セット（例：記号、メッセージフォーム、特殊文字など
）を含んでいると、これを確認する制御部２０は、当該文字セットをブランクとして処理
し、該メッセージを表示部４０に表示する。
【００１７】
　ユーザが表示部４０にブランクで表示された文字セットの内容を確認しようとする場合
、ユーザは、端末機１００のＵＳＢポート６０とコンピュータ２００のＵＳＢポート７０
とをＵＳＢケーブルにより接続し、ＰＣ２００内のＰＣ同期プログラム９０によりメッセ
ージ受信要求命令を端末機１００に転送する。
【００１８】
　メッセージ受信要求命令を受信した端末機１００は、該端末機１００に備えられたＰＣ
同期機能を利用して該当するメッセージをＵＳＢポート６０からコンピュータ２００に転
送する。ＰＣ２００のＵＳＢポート７０から受信されたメッセージは、プロセッサ８０の
制御により格納装置（図示せず）に格納され、この格納されたメッセージは、ＰＣ同期プ
ログラム９０により該当フォントのユニコード文字列として表示される。表示中にユーザ
が、メッセージの内容を確認するために、メッセージをイメージファイルに変換すること
を要求すると、ＰＣ同期プログラム９０は、当該メッセージをイメージファイルに変換す
る。
【００１９】
　さらに、ユーザがその変換後のイメージファイルを端末機に転送することを要求すると
、ＰＣ同期プログラム９０は、メッセージを受信した場合と同様に、イメージファイルを
コンピュータのＵＳＢポート７０から端末機１００に転送する。端末機１００は、受信さ
れたイメージファイルをメモリ３０に保存し、該保存イメージファイルが表示部４０に表
示されることにより、ユーザは、端末機でサポートできないフォントのメッセージを見る
ことができる。
【００２０】
　図２は、本発明に係る移動通信端末機のメッセージ受信方法を示すフローチャートであ
る。以下、図２に基づいて本発明に係る移動通信端末機のメッセージ受信方法を詳細に説
明する。
【００２１】
　端末機に、ＰＣやインターネットポータルサイトで作成された多様な文字セットを含む
ＳＭＳ及びＭＭＳのようなメッセージが受信されると、端末機は、その受信されたメッセ
ージをメモリに格納する（Ｓ１００）。ユーザが格納されたメッセージを見るために端末
機に命令を入力すると、端末機は格納されたメッセージを表示部に表示する（Ｓ１０２）
。格納されたメッセージの文字が端末機のサポートするフォントに該当すると、端末機は
、当該メッセージを正常に表示部に表示し、一方、メッセージの文字が端末機のサポート
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て処理し、表示部に表示する（Ｓ１０４，Ｓ１０６）。
【００２２】
　表示部にブランクとして処理された文字があると、ユーザは、ブランクとして処理され
た文字を確認するために、端末機とＰＣをＵＳＢケーブルにより接続し、ＰＣのＰＣ同期
プログラムを駆動し、該プログラムを利用して該当メッセージの受信要求命令を端末機に
転送する（Ｓ１０８，Ｓ１１０）。メッセージの受信要求命令を受けた端末機は、ＰＣ同
期機能を利用して、格納されたメッセージをＵＳＢポートからＰＣに転送する（Ｓ１１２
）。メッセージを受信したＰＣは、ユーザにより駆動されたＰＣ同期プログラムを利用し
て、受信メッセージのブランクとして処理された部分に該当するフォントをユニコード文
字列として表示し、ユーザは、前記転送されたメッセージのうちブランクとして処理され
た文字を確認する（Ｓ１１４，Ｓ１１６）。もし、ＰＣ同期プログラムにもメッセージの
ブランクとして処理された部分を表示するためのフォントが存在しない場合は、フォント
アップデートメッセージをモニタにポップアップすることにより、ユーザが該当フォント
をアップデートするように案内する。
【００２３】
　メッセージを確認したユーザが端末機を利用して他の端末機に当該メッセージをＭＭＳ
又は電子メールで転送しようとする場合、ユーザは、ＰＣ同期プログラムを利用して、ブ
ランクを含むメッセージをイメージファイルに変換することを要求し、ＰＣ同期プログラ
ムは、該当メッセージをイメージファイルに変換する（Ｓ１１８，Ｓ１２０）。メッセー
ジがイメージファイルに変換されると、ユーザは、ＰＣ同期プログラムにより、変換され
たイメージファイルを端末機に格納することを要求し、ＰＣ同期プログラムは、変換後の
イメージファイルをＵＳＢポートから端末機に転送する（Ｓ１２２，Ｓ１２４）。
【００２４】
　端末機は、イメージファイルに変換されて転送されたメッセージを保存し、該保存され
たイメージファイルを表示部に表示する（Ｓ１２６，Ｓ１２８）。また、端末機は、当該
イメージファイルをＭＭＳ及び電子メールを使用して相手（他の端末機等）に転送し得る
。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明に係る移動通信端末機を示す構成図である。
【図２】本発明に係る移動通信端末機のメッセージ受信方法を示すフローチャートである
。
【符号の説明】
【００２６】
１０：受信部
２０：制御部
３０：メモリ
４０：表示部
５０：キーパッド
６０，７０：ＵＳＢポート
９０：ＰＣ同期プログラム
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